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70　　　Bifunctional　Chelating　Agentを用いるタン

パクの99mTc標識（皿）：安定な標識ヒト血清アルブミ

ン（HSA）
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99mTcのすぐれた物理的性質をよb広く核医学診断

に利用するために、一方に99mTcとの結合能を示し

一方に生理活性物質との結合能を示すBfunctional

　　　　　　　　　　　　　　Chelating　Agentの研
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Fig　1　（　KTS－COOH　）

究が注目されている。

演者らは、Dithiosemi－

carbazone誘導体が

99mTcと安定に、か
つ、分子容の小さい、

中性のキレートを生成

することに着目し、Fi　g　1のような化合物（KTS－HOOC）

を合成した1）。本研究では、この試薬を用いるHSAの
99mTc標識を試み、キット標識による従来の9Et「n　Tt

標識アルブミンとの血中での安定性を比較検討した。

　試薬調製は前報1｝のとむり行ない、HASとの反応は、

混酸無水法、カルボジイミドを用いて行なった・Sephadex

C．C．で精製、分離したKTS－00－HSムconjngateをそ

のまSか、あるいは凍結乾燥したものを試料として、

微量のSn2＋存在下に99m　Tc標識した・ラット・マウ

スを用い、標識体の血液からのクリアランス、種々組

織への分布を調べた。

　TLC、　SephadexC．C．分析の結果、　KTS－CO－HSAの

99mTc標識体のin　vitroでの安定性は、これまでの

キット標識の99mTc－HSAのそれに比べるとはるか

に高いことが証明された。また血液からのクリアラン
ス、組織分布のデータはln　viv〈において99mTcの結

合が安定であることを示し、Blood　Volumeの測定など

の臨床応用への可能性が考えられた。なお、この試薬
を用いるタンパク標識は、タンパク量の微量化、99mTc

標識状態の安定性などの点で、今までに報告されてい
るEDTAタイプのBifunc　t　ionalムgentを用いる標識より

秀れており、抗体、酵素などの99mTc標識への利用

が期待できる。

1）荒野　泰他；日本薬学会第99年会発表
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